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九州城郭紀行－１５（番外編・平戸散歩）  
備長炭の話をもうひとくさり。

「備長炭を使っています」という

店頭の張り紙を今でも東京の蒲焼

屋かなんかでみかける。こだわり

の店かなんかの意味がこめられて

いるようだ。普通の木炭のように

一時的に高い火力が出て持続し

ないのとは違い、温度は低いなが

ら持続する。このことの効用は、料理の達人道場六三郎さん

でも聞かなければ小生にはわからない。なぜビンチョウ炭

という奇妙な名称なのか。なんのことはない、物の本による

と、元禄年間に紀伊田辺の商人備後屋長右衛門（略称・備長）

が江戸へ売り出したからこの名ができたということになっ

ているが、別に備長が創案したものではなく、土地に長く伝

わっていた知恵を備長が商品化しただけのことらしい。む

ろん江戸には新宮の廻船問屋が扱うわけだが、そういう往

来の頻繁さのために新宮は昔から江戸好みの土地といわ

れ、その方言も自然関東弁のにおいがあり、関西ではそうい

う点でも特異な町になっているようだ。備長炭のウンチク

が長くなってしまった。新宮には備長炭のために来たので

はなかった。 
 さてと、話を少し戻そう。新宮には前日、伊勢の鳥羽から

やってきた。名古屋からの紀勢本線沿線には、譜代大名が続

いた伊勢亀山城（最近の地震で石垣が一部崩壊）、築城の第

一人者であった藤堂高虎の津城、蒲生氏郷の松阪城、織田信

長三男信雄が築城の伊勢田丸城などがあって既に見ていた

が、鳥羽にはなかなか訪れる機会がなかった。 
鳥羽城は「海賊の城」(オット失礼)、「水軍の将」とし

て織田信長・豊臣秀吉に仕えた九鬼嘉隆・守隆親子が居城

し、[九鬼水軍]の本拠とした城である。この九鬼氏、尾鷲

市をさらに南下すると九鬼と言う小さな漁港があるが、そ

こが海賊時代の本拠であった。小生の乗った「特急ワイド

ビュー南紀」はあっという間もなく通り過ぎてしまった。城

址はほんの一部だが豪壮な織豊期城郭石垣が遺るものの、

大きく改変され、小学校、市役所、幼稚園などの敷地になっ

ている。関ヶ原の戦い以後は徳川幕府の政策により「丘にあ

がった、いや、あげられたカッパになった」。神戸市の北に

三田市があるが、この地に移封され明治維新まで続く。九鬼

氏の後の鳥羽には二万石程度の譜代大名が「ハシと茶碗」だ

けを持って次から次と交代して明治に至った。このような

土地は独自の文化は育たないようである。「江戸期の大名と

その地の文化」といったものを研究するのも面白そうであ

る。 
丘にあげられたカッパと言えば瀬戸内海の来島水軍（村 

ＩＣＨＩ no ＵＮＣＨＩＫＵ 上氏）などはもっと悲惨で、豊後森（大分県日田市の東）
という九州の山地で海賊から山賊にさせられてしまった。
ただ明治以降は児童文学を開拓した久留島武彦を産みだ
した。 
 せっかく新宮城に来たのだから、少しは城の話をしなけ
ればなるまい。城は、新宮川（和歌山県では新宮川、三重
県では熊野川と称す。左岸・右岸で呼称が違うのは余り無
いのではないか）河口近くの断崖丘陵上に築かれ、本丸か
らは城下町が一望され、はるか太平洋をも望むことができ
る。元和四年(1618)和歌山城主浅野幸長が新宮の地を次

男忠吉に分封。忠吉は、新宮川が大きく蛇行する要害の丹
鶴山に築城工事を起こした。しかし翌年浅野氏は安芸広島
へ移封されたため工事は中止された。翌元和五年、和歌山
へ徳川頼宣が入封、その付家老水野重央に分封され工事を
引き継ぎ、寛永十年(1633)に完成した。明治期の廃城後は

本丸などはつい最近まで永く料亭として使われていたが、
ケーブル跡があったり、そのアンカーに天守台が大きく改
変されていて痛々しい姿を呈している。しかし全体として
は遺構の保存状態は良いようだ。
例によって本丸でコーヒーを飲
みながら折り重なる熊野の山々
を新宮川越しに眺めると、熊野は
まさに隠国にふさわしく思えて
くる。今日も新宮泊まり、ゆっく
りのんびりしょう。 

     by 市村 銑冶 

 

鳥羽城址本丸からの鳥羽湾 

本丸から熊野本宮の山々を望む 
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六
月
の
末
、
山
形
県
白
鷹
町
か
ら
招
聘
い
た
だ
い
た
。
北
陸
道

終
点
の
中
条
Ｉ
Ｃ
か
ら
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
に
沿
っ
て
走
る
国
道
百
十

三
号
線
を
経
て
、
片
道
七
時
間
の
道
程
。
ご
同
行
の
高
峰
氏
と
交

代
で
の
運
転
は
大
い
に
助
か
っ
た
。 

 

今
回
の
目
的
は
、
町
の
中
で
も
さ
ら
に
奥
ま
っ
た
中
山
地
区

の
地
域
再
生
。
東
北
電
力
の
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
で
あ
る
。 

 

到
着
す
る
や
い
の
一
番
に
お
訪
ね
し
た
の
が
、
地
区
の
古
社
・

熊
野
権
現
社
。
高
齢
化
が
著
し
い
典
型
的
な
中
山
間
か
ら
や
や

山
間
地
区
と
も
い
え
る
こ
の
地
区
で
は
あ
る
が
、
境
内
は
綺
麗

に
清
掃
さ
れ
て
い
た
。 

 

近
年
、
日
程
が
許
す
限
り
地
域
の
古
社
を
最
初
に
お
訪
ね
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
歴
史
の
古
さ
、
地
区
住
民
の
意

識
、
連
帯
観
な
ど
地
区
の
隠
さ

れ
た
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。
果
た
し
て

こ
の
御
社
は
、
素
晴
ら
し
い
空

間
で
あ
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
夜
は
地
域
の
ご
婦

人
た
ち
に
公
民
館
に
お
集
ま
り

頂
き
、
地
域
づ
く
り
談
義
。
写
真

は
会
場
に
向
か
う
際
の
日
暮
れ

る
中
山
で
あ
る
。
水
が
如
何
に

豊
か
で
あ
る
か
、
見
て
取
れ
る
。 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
体
質
の
私
は
、
３
ヶ
月
ほ
ど
前
か
ら
ダ
イ
エ
ッ

ト
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
運
動
以
外

に
気
を
つ
け
た
の
が
食
事
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
研
究
し
な

が
ら
自
炊
を
し
て
、
着
実
に
体
重
と
ウ
エ
ス
ト
を
落
と
し
て
い
ま

し
た
。 

し
か
し
、
今
の
時
期
は
カ
ビ
が
つ
き
や
す
い
時
期
で
す
よ
ね
？ 

少
し
カ
ビ
た
パ
ン
を
食
べ
て
お
腹
を
壊
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？ 

実
は
、
こ
の
６
月
に
食
中
毒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
…
。
原
因
は
「
牛
乳
」
で
す
。 

 

そ
の
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
買
い
置
き
を
切
ら
し
て
し

ま
い
、
料
理
用
に
購
入
し
た
牛
乳
を
開
封
し
、
コ
ッ
プ
に
注
い
で

飲
み
ま
し
た
。 

「
ご
く
っ
…
。
苦
い
！
！ 

辛
い
！
！
」 

口
に
含
ん
だ
の
は
、
コ
シ
ョ
ウ
が
ヨ
ー
グ
ル
ト
化
し
た
よ
う
な

物
。
す
ぐ
に
吐
き
だ
し
て
コ
ッ
プ
を
見
る
と
、
ド
ロ
ド
ロ
し
た
牛

乳
が
…
。
恐
る
恐
る
牛
乳
パ
ッ
ク
の
牛
乳
を
手
の
平
に
注
ぐ
と
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
状
態
の
牛
乳
が
…
。 

 

そ
の
後
、
体
が
熱
く
な
り
、
汗
が
止
ま
ら
ず
、
ト
イ
レ
と
台
所

を
何
往
復
し
て
、
気
づ
い
た
時
に
は
眠
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

次
の
日
、
仕
事
の
た
め
病
院
に
行
け
ず
、
気
づ
い
た
ら
夜
の
10

時
頃
。
仕
事
の
帰
り
に
購
入
店
に
寄
り
、
今
回
の
牛
乳
の
件
を
店

長
に
説
明
を
し
た
の
だ
が
、
対
応
が
悪
か
っ
た
…
。 

 

次
の
日
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
化
牛
乳
に
つ
い
て
メ
ー
カ
ー
が
謝
り
に

き
た
の
で
す
が
、
当
社
に
は
非
が
無
い
と
の
一
点
張
り
。
パ
ッ
ク

を
落
と
す
と
、
牛
乳
は
漏
れ
な
く
て
も
、
細
菌
レ
ベ
ル
で
入
る
こ

と
が
で
き
る
穴
が
開
く
そ
う
だ
。
別
に
落
と
し
て
も
な
い
し
、
す

ぐ
に
ス
ー
パ
ー
か
ら
持
ち
帰
っ
た
牛
乳
だ
か
ら
、
あ
り
え
な
い
話
。 

 

一
週
間
後
、
メ
ー
カ
ー
が
報
告
書
を
持
っ
て
説
明
に
来
ま
し
た
。

説
明
に
よ
る
と
、
細
菌
数
ゼ
ロ
の
牛
乳
ら
し
い
。
良
品
基
準
と
し
て
、

細
菌
が
五
万
個
ま
で
な
ら
出
荷
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
報

告
書
に
は
、
生
菌
数
「
33
億
個
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
牛
乳
で
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
だ
け

ど
、
他
の
商
品
○
○
で
は
た
ま
に
あ
り
ま
す
よ
。
」
と
の
こ
と
。 

 

お
詫
び
と
し
て
、
治
療
費
３
０
０
０
円
と
、
「
ピ
ロ
リ
菌
を
退
治

す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
？
」
の
引
換
券
を
一
枚
渡
し

て
営
業
は
帰
っ
た
。 

 

牛
乳
が
ヨ
ー
グ
ル
ト
化
し
て
大
変
な
事
に
な
っ
た
の
に
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
引
換
券
。
ま
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
る
の
か
…
。
ギ
ャ
グ
と
し

か
言
い
様
の
無
い
対
応
に
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。 

 

今
回
、
賞
味
期
限
内
で
も
安
心
し
て
飲
め
な
い
の
か
と
、
痛
烈
に

感
じ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
寝
込
ん
で
い
た
た
め
、
ウ
エ
ス
ト
が
少
し
戻
っ
た
。
今
日

も
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
翌
日
は
早
起
き
を
し
て

地
域
を
巡
っ
た
。
写
真
奥
の

山
は
、
白
鷹
山
。
千
三
百
年

ほ
ど
前
、
山
頂
に
虚
空
蔵
菩

薩
像
が
安
置
さ
れ
た
と
い

う
。
隣
接
し
て
気
象
レ
ー

ダ
ー
が
建
設
さ
れ
た
が
、
町

の
何
処
か
ら
見
て
も
こ
の
遠
望
が
仏
像
に
見
え
る
の
は
、
実
に

何
と
も
不
思
議
で
あ
っ
た
。 

 

我
が
愛
す
る
能
登
も
日
本
の
原
風
景
が
広
が
る
が
、
こ
こ
山

形
は
英
国
女
流
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
明
治
十
一
年
に

訪
ね
『
東
洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
』
と
絶
賛
し
た
地
域
。 

 

中
で
も
、
こ
の
中
山
地
区
に
は
、
失
わ
れ
た
日
本
の
原
風
景
が

色
濃
く
残
っ
て
い
た
。
超
高
齢
化
の
数
値
を
前
に
「
限
界
集
落
」

と
自
ら
を
嘆
く
住
民
。
本
当
の
限
界
集
落
と
は
、
連
帯
意
識
や
祭

礼
行
事
を
受
け
継
ぐ
意
識
の
な
く
な
っ
た
住
民
の
町
。
高
齢
化

率
と
は
無
縁
の
筈
で
あ
る
。 

 

瑞
穂
の
国
を
今
に
伝
え
る

こ
の
地
区
が
、
内
外
の
人
々

の
憧
れ
と
な
る
日
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
、
残
さ
れ
た
数
回

の
訪
問
に
尽
く
し
た
い
と

願
っ
て
い
る
。 

h
t
t
p
:
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w
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s
h
i
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今
の
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【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

 

１
９
７
６
年
生
ま
れ 

輪
島
市
出
身 

 
6
歳 

Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
マ
イ
コ
ン
を
触
り
始
め
、 

 
 
 

 
 

中
学
の
頃
にM

a
c

と
出
会
う
。 

 

15
歳 
印
刷
所
の
下
請
け
仕
事
を
始
め
る 

 

19
歳 
デ
ジ
タ
ル
と
写
真
を
融
合
し
た
業
務
を
実
家
の
写
真
屋
で
始
め
る 

１
９
９
９
年 
い
し
か
わS

O
H
O

プ
ラ
ザ
入
居 

２
０
０
０
年 
新
世
紀
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
ト
ラ
イ
ア
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

最

優
秀
賞
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２
０
０
２
年 

e
A
T
 
K
a
n
a
z
a
w
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い
ぇ
い
金
沢 

審
査
員
特
別
賞
受
賞 

２
０
０
３
年 

石
川
新
情
報
書
府 

輪
島
塗
沈
金
制
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 最近大企業で不祥事が続いている。東京三菱ＵＦＪ銀行の
投資信託の説明不足、明治安田生命、日本生命、損保ジャパ
ンといった大手損保・生保の保険金未払い、コムスンの補助
金不正受給、ＮＯＶＡの特定商取引法違反・・・。経営トッ
プは記者会見で、現場の実態を知らなかったと弁明するケー
スが多い。実は僕は、いくつかのケースを除いて、経営者は
本当に何も知らなかったのではないかと思っている。だから
といって、経営トップに責任がないというわけでではない。
むしろ無自覚で不祥事を引き起こしてしまっている経営トッ
プの方が、マズイと思っている。 
 すぐれた経営者は壮大な事業ビジョン持っている。この事
業ビジョンに共感した人間が、この経営者の周りに集まって
きて、同じビジョンを追い求め始める。こうして事業が立ち
上がり、成長し始める。ホンダの本田宗一郎しかり、ソニー
の井深大しかりである。こういった企業と、先に上げた不祥
事を引き起こした企業との違いは何なのだろうか。経営者の
器の違いと言ってしまえばそれまでなのだが、経営者も実の
ところ1人の人間。神様ではないはずだ。本田宗一郎も井深
大もいろんな失敗を積み重ねていると思う。しかし、ある一
線は絶対に越えなかった。これが信頼を生みだし。今日の組
織を造り上げているように思える。 
 自分のつくった組織の中で、本音を話し合える人間がい
る。案外こういった小さな事が大事なのではないだろうか。 
人間には、生きて行くためにはいろんな役割を果たさなけれ
ばならない。家族の中での父親としての役割。会社の中で経
営者としての役割。社会の中での一構成員としての役割。役
割は一つではないはず。ところがどれか一つの役割に偏って
しまうことも多い。偏った役割モードで生きていると、どこ
かでバランスが崩れてしまう。崩れたバランスを補うために
は、どこかで自分の思いを伝え、それを受け止めてもらい、
できるなら新しい刺激の中で新たなる考えに昇華させていき
たい。 
 こういったことが日常的にできるのならば、致命的な一線
を越える事はないだろう。むしろクリエイティブなものが生
まれていくように思える。でも、こういったことがなかなか
できない。公式な組織で大きな役割を担っている人ほどでき
ない。これが現実かもしれない。経営トップの本音をうかが
い知る事ができないから、側近と言われる人たちは、良かれ
と思った手を打つ。しかしこれがずれている。でも経営トッ
プは知らない。かくしてずれた手が打ち続けられ、不祥事と
なって世の中を騒がせる結果となる。だれも悪いことをしよ
うと思っていなかった。 
 てなことが、起きないようにするためには、身近な人間と
本音で話し合える環境を作っておくことが大事だと思った次
第である。とりわけ、家族においては特に・・・。 

 
これまでの半生、大きな病を患うことのなかった小生

にとって、闘病という言葉はあまりに無縁であった。至
極当然のことだが、残りの半生そうはいかないようであ
る。 

先般、我が娘が「膀胱尿管逆流症」と診断された。約
半月入院し、尿管バイパス手術を施した。まだ幼い体で
よく頑張ったと思う。術後も良好で回復を祈るばかり
だ。 

娘の退院後、体調不良が続いていた小生も検査をうけ
るべく病院へ。結果、腎結石、胆石、胃粘膜下腫瘍、軽
度肝機能障害、さらに無呼吸症候群の疑いがあると診断
された。いずれも緊急に治療を要するものではないが、
肥満・運動不足・ストレスによる典型的な生活習慣病と
のお墨付き。健康に対して無頓着だったツケがまわって
きたわけだ。 

かくして、食生活の改善と減量生活を始めることに。
摂取カロリーは従来の半分を目標に、野菜中心の食事
へ。帰宅後は約５㎞のウォーキング。今までの不摂生が
度を超えていたのか、経過は比較的順調である。 

病発覚をきっかけに、知人など意外に多くの身近な人
が何らかの難病を患い、病を克服もしくは、病と共生し
ている現実を知った。ネットでも白血病や癌患者のブロ
グを見ることができる。同じ苦しみを持つ見ず知らずの
他人に対して、病と闘う勇気を持ってもらおうと闘病生
活を綴っている患者は多い。 

日常生活どころか排泄物処理もままならない患者は
こう記している。『闘病とは自らのプライドを切り崩す
こと』。五体不満足の境地でなければ発せない重い言葉
である。 

斯様な重病患者に比べれば、小生の病など取るに足ら
ない。だが、病を受け入れ、病と向き合おうとする意思
は同じで、形は違えどひとつの闘病の姿なのだと感じ
た。 

いまできることは自らの甘えと闘い、節制することし
かない。容易なようだが、いつでも逃
げ出せてしまう状況で、ややもすれ
ば楽な方へ逃げてしまいそうにな
る。 

その抑制となる鍵は、｢家族を守
りたい｣という気持ちなのだと、あら
ためて気がついた。 

『 偏った役割モードで生きて行くと… 』 
(株)アスリック プロジェクト推進部 五十嵐 政信 

『 闘病の鍵 』 
     ナチュラルコンサルタント㈱ 

                                 第１都市計画部 木内 誠 

『温泉への誘い(50)－渋谷の爆発事故－ 』 
 

bbyy  MM..KK  

著者ご本人のご希望により、インター

ネット版ではご覧いただけません。 



【 ダム湖の水が・・・ 】  
 

 先週の日曜日、毎年恒例となった五箇山の旧上平村（か
みたいらむら）にある桂湖という湖へ、カヌー友達と日帰
りツアーへ行った。朝９時頃、いつもの様にダムの入り口
に到着したのだが、いきなり驚かされてしまった。例年な
ら満々と湛えているはずのダムの水位が１０ｍ程も低く
なっているのだ。「なんだこの水の少なさは！？おととい
の大雨で緊急放水でもしたのかな・・・」と友人に言うと
「せっかくの美しい景観がこれじゃや台無しだな。」と友
人は少しがっかりした様子でつぶやいた。湖の岸辺にあ
るキャンプサイトに着き、ほかのカヌー友達とバーベ
キューの準備を始めたのだが、ここでもダム湖の水位の
低さが話題になった。あるメンバーが「ぼくも緊急放水や
と思って尋ねてみたけど、緊急放水は行っていないそう
だよ。」と言うと、「それなら、こないだの大雨が降って
もやっとこの水位なんかい？」と別のメンバーが訝しげ
に言った。「去年も一昨年も今の時期は雪解け水でほとん
ど満水だったけど、今の時期でこんな水が少ないの初め
て見たわ。」と別の女性メンバーも言った。私もこの会話
を聞いていて、原因が今年の暖冬のせいだと次第にわ
かってきたのだが、わかってくるにつれて今度は目の前
の異常さが次第に怖くなってきた。「このままだと夏の水
不足は確実やな・・・」とか、「目の前でこんなん見て、
初めて異常気象を実感したわ。」とかメンバーからも驚き
と不安の声が次々とあがった。 
 しかし人間の気が変わるのもまた早いもので、主目
的のカヌーレスキュー講習会が始まると、この超低水
位がメンバー達をいつのまにか喜ばせていた。いつも
は水面下に隠れて使用不能な岸辺のなだらかなスロー
プが、この低水位でむき出しになっていたのだ。丁度
カヌーの出廷場所として最高の状態になっている。私
が持参したセーリングカヌー（帆掛け舟タイプのカ
ヌー）も丁度いい発着場所が確保できたので、思うぞ
存分友人とセーリング
を満喫することができ
た。「災い転じて福で
すな」とかわけのわか
らないことを友人とつ
ぶやいていました。 
 
   水状態の桂湖と 

セーリングカヌー 

TAKI no TAWAGOTO 
明日裡空塾 ７８ 

パーフェクトＴＶで「博士の愛した数式」を観ました。 
e＾（i･π）＋1=0 
e  =  2.71828  18284  59045  23536  02874 
71352（ln x = 1 となる正の実数 x を e と定

義）、iは虚数、πは円周率です。 
E （^i･π）―1=0 であれば、（i･π）

＝０なのですが、そうでないところが

虚数のなせる業なのでしょう。私は

「虚数」というのは、質量が我々が住

んでいる宇宙と真逆、質量がマイナス

の世界での実数であると考えます。 
質量マイナスの世界では「虚数」は「実

数」なのです。 
さて、映画では「i」（愛）が間にあれ

ばエレガントに収まるというような

雰囲気のことを言っていたように記

憶しています。 
老子は「内に豊かさを秘めたる人は，

幼子のように見える」「強いて心を奮

い立たせようとすることは，無理強い

というものだ」と言っています。 
生産者と消費者、行政と市民の間に立

ち、難しい局面も、「虚数」という得たいの知れないブ

ラックボックスを持ち合わせていれば、収まるところ

にちゃんと収まるのであり、どちらかの考えを無理強

いすれば、その場はやり過ごせても、いつかは問題が再

浮上してくるということかもしれません。 
「子は鎹」などの名言も「子どもは虚数」、先月号で言

葉足らずだった「地域猫」も「猫は虚数」であるという

ことです。 
「子」も「猫」も両者・地域住民を和解させよう、コミュ

ニティを活発化させようとする意志が全くないので

すが、その存在自体が両者・地域住民を和ませ、接着

剤となるわけです。触媒効果と言うこともできるか

もしれません。 
最近の細木和子の番組で二者の間に

全く別の存在を加えると、二者の関係

性が強くなる「客ナントカ」という言

葉があると言っていました。「客ナン

トカ」の「ナントカ」を知っている方

がおられましたら教えてください。 
これなども「虚数」でしょう。 
また、白山比ヒメ神社の神は「菊理姫

（くくりひめ）」ですが、イザナギ、

イザナミの争い事を調停した神で、ま

さに「虚数」にふさわしい話かもしれ

ません。 
プランナーも「虚数を自由に扱える」

ようになれば、もう怖い者知らずで

しょうし、人生の鉄人と呼ばれるにふ

さわしい人格者となるのでしょう。 
この「虚数」がなかなか活用できない

のは、当事者となってしまうと見えて

こないということです。 
当事者にならなければ、何が問題なのかはわからな

いし、当事者になってしまったのでは、解決策が見え

てこないのです。 
固定概念をはずし、幼子のような柔軟な意識で、バー

ドアイ的な思考をすると、もしかしたら「虚数」を手

に入れることができるかも・・。 
by  shio 

第五十五章 

含徳之厚。比於赤子。 蜂・・蛇不螫。猛獣不據。攫鳥不搏。 骨弱筋柔而握固。未知牝牡之合而全作。精之至也。終日

號而不嗄。和之至也。知和曰常。知常曰明。益生曰祥。心使氣曰強。物壯則老。謂之不道。不道早已。   

  


